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大地　幸代 さん

　大地さんが塩づくりを思い立ったのは、今から７年前のこと。当時、
漁師さんが「もう水産業あかんかな」と話しているのを耳にし、「こ
んなにも美波町の海はきれいなのに」と、どこか寂しい気持ちにな
ったといいます。	
　「町で何か新しい水産業ができて、盛り上がればいいなー」。	
　そんな思いから大地さんは、以前から好きだった塩を作ってみよ
うと思ったそうです。	
　しかし当時は、塩づくりの燃料となる木材を確保できないという
壁に直面し、計画は断念することに。ところが一昨年の１０月頃、
株式会社四国の右下木の会社から「木材を提供するよ」と声をか
けてもらったことで、止まっていた塩づくりの話が再び動き出し、
一般社団法人美波御塩の起業へとつながりました。	
　大地さんの塩づくりは、平釜製法を採用しています。特にこだわ
っているのは、水温を70度から80度に保ちながら、ゆっくりと蒸
発させること。時間をかけることで海水中の余分なものが沈殿し、
不純物の少ない、きれいな色の塩に仕上がるそうです。	
　原料の海水は、日和佐町漁協の地下海水を使用しているそうで、
「海水がきれいなので、塩の品質には自信があります！」と、自信
をのぞかせます。	
　これまでで一番うれしかったことを尋ねると、「『おいしかった』と
いう言葉はもちろん、いろいろな提案をもらえることです」と教え
てくれました。「あそことコラボしてみたら？」など、周囲から寄せ
られるアイデアが励みになっているといいます。塩はさまざまな料
理や商品に使えるため、そうした提案はとてもありがたいそうです。	
　今後は、塩を使った加工品づくりにも挑戦していきたいとのこと。	
「田舎には、昔はあったのに今はなくなってしまった良いものがたく
さんあります。そういうものを復活させたい」と話します。	
　一般社団法人美波御塩が、町をアピールするひとつのツールと
なり、知っている人が誰かに勧めたくなるような――そんな身近な
存在でありたいと、大地さんは思いを語ってくれました。

　今回は、一般社団法人美波御塩の
代表理事・大地さんにお話を伺いま
した。美波町のきれいな海を生かし
た新たな取り組みや、その思いにつ
いてご紹介します。


